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１ 労働災害発生状況（令和６年速報値） 

（１）業種別の発生状況 

  令和６年に当署管内で発生した休業４日以上の労働災害発生状況（新型コロナウイルス感

染症によるものを除く）は下表、グラフのとおりです。 

死亡災害は、建設業において１人発生しました。 

業種別の構成比では、第三次産業における労働災害が 53.2％（小売業 19.9％、社会福祉

施設 10.2％、その他の第三次産業 23.1％）を占め、主な業種では、製造業 18.1％、建設業

15.7％、運輸交通業 8.8％でした。 

業種別労働災害発生状況（令和６年速報値） 

 

 

 業種別の対前年では、小売業 18 件増（対前年比 72.0％増）、運輸交通業５件増（同 35.7％

増）、貨物取扱業５件増（前年０件）と増加に転じ、一方、製造業 15 件減（対前年比 27.8％

減）、建設業５件減（同 12.8％減）、その他の第三次産業５件減（同 9.1％減）、社会福祉施設

４件減（同 15.4％減）と減少に転じました。 

1 215 216 100.0% -2 -0.9%

製造業 0 39 39 18.1% -15 -27.8%

鉱業 0 2 2 0.9% +1 +100.0%

建設業 1 33 34 15.7% -5 -12.8%

運輸交通業 0 19 19 8.8% +5 +35.7%

貨物取扱業 0 5 5 2.3% +5 +∞

農林業 0 0 0 0.0% -3 -100.0%

水産･畜産業 0 2 2 0.9% +1 +100.0%

0 115 115 53.2% +9 +8.5%
小
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小売業 0 43 43 19.9% +18 +72.0%
社
会

社会福祉施設 0 22 22 10.2% -4 -15.4%
そ
の

その他の第三次産業 0 50 50 23.1% -5 -9.1%

   全産業

第三次産業

業                種 死 亡 休 業 災 害 合 計 構 成 比 対 前 年 増 減 率

第三次産業 

53.2％ 



（２）事故の型別の発生状況 

 令和６年に当署管内で発生した休業４日以上の労働災害の事故の型別の発生状況（新型

コロナウイルス感染症によるものを除く）は下グラフのとおりです。 

 発生件数の多い順に転落・墜落 47 件（構成比 21.8％）、転倒 41 件（同 19.0％）、動作の反

動等 31 件（同 14.4％）、はさまれ・巻き込まれ 30 件（同 13.9％）、交通事故（道路）18 件（同

8.3％）でした。 

 死亡災害（建設業）は、建物の解体作業中にブロック塀が倒壊したことにより発生しました。 

 

 

墜落・転落は過去５年 40 件を超える水準、転倒は過去４年 40 件を超える水準で推移して

おり、高止まりの状況にあります。 

 墜落・転落については、重篤な災害につながる可能性が高く、屋根や足場等における高所

作業、脚立・はしごを使用する作業、トラック等の荷台での作業など、作業ごとのリスクを洗い



出し、リスクに応じた墜落・転落防止対策を講じることがとても重要です。 

 厚生労働省「職場のあんぜんサイト」（https://anzeninfo.mhlw.go.jp/hiyari/01.html）では、墜

落・転落の労働災害事例を紹介しています。安全教育の資料などにご活用ください。 

 

厚生労働省「職場のあんぜんサイト」労働災害事例 

 

 

 転倒については、50 歳以上を中心に、転倒による骨折等が増加し続けています。 

 事業者は、転倒災害防止のために次の措置を講じることが必要です。 

 

厚生労働省リーフレット「労働者の転倒災害（業務中の転倒による重傷）を防止しましょう」より 

 

 

 

 

 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/hiyari/01.html


 

 

 

◎令和６年（2024 年）８月１日のお知らせ「小売業の皆様へ 転倒災害を減らそう！転倒災害

が全体の３割を占めています」の記事もご参照ください。 

 


